
自然の中で生き物の写真を撮るのが僕の仕事だ

写真絵本や図鑑などいろいろな本を作るので

時には山奥や南西諸島にも生き物に会いに行くけど

毎日通うのは神奈川県相模原市とその周辺地域にある山や川

自然と人の暮らしを繋ぐ「里」の環境だ

人の暮らしに近い環境じゃ生き物が少ないでしょ？ なんて言われることもあるけど

実はその逆！　あまり人のいない山奥や渓流に入りこむよりも

人の暮らしとの境目にあたる「里」を

好んで暮らす生き物ってとても多いんだよ

人が水田や畑で稲や野菜を育てているそんな里の環境は

生き物にとってものどかで暮らしやすい「いごこちのいい場所」なんだ
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僕はただの生き物カメラマン

有名になること　偉
えら

くなること　お金持ちになること

そんなことには少しも興味がない

僕が感じたままに色々な生き物の魅力や

生き物の暮らしを　ただみんなに伝えたいだけ

どうやって伝えるのかって？

僕の選んだ方法はたくさんの本を作ること

そんな中でも一番思い入れが強いのは「子どもの本」

生き物がたくさん登場する写真絵本さ

身近な自然にはこんな生き物がいるんだよ！

ペットで売られている生き物はこんな生き物なんだよ！

動物園や水族館では生き物とこんな付き合い方をしているんだよ！

嫌われがちな生き物にだってこんな魅力が隠れているんだよ！

ってね

ただただ偏見なく色々な生き物やその暮らしを見てもらいたいんだ

でも生き物を大切に見守ろうとか自然環境を保護しよう

なんてことを押し付けるつもりはないよ

だって保護を声高に唱えて人と自然を分断してしまうことで

子ども達が生き物から興味を失うことのほうが怖いよ

僕 は つ づ け る よ

それよりも僕の本をきっかけに

自然と触れ合い　生き物を捕まえてみたり飼育してみたり

動物園に足を運んで直に見ることで

実在する生き物たちをもっともっと近い存在と感じ

それらが住む自然に興味を持ってもらえるといいな

大切なのは　本を見た人が自分で

その生き物や自然のことを考えて意識してもらうことだからね

そんなことを思いながら本作りを続けていたら

あっという間に時が経ち

カメラマンとして20周年を迎えてしまいました

生き物カメラマンを生業に

それだけでやっていくのは少し大変だったりもするけど

子ども達が生き物のことを忘れてしまわないように

大人たちが生き物のことを大切に思えるように

これからも生き物のことを写真で本で伝えるつもり

だからもう少し　生き物カメラマンを続けることにするよ
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